13 新技術を活用した新たな図書館サービスの可能性 by 吉本 龍司
13 新技術を活用した新たな図書館サービスの可能
性
著者 吉本 龍司
内容記述 研修: 平成29年度大学図書館職員長期研修 
主催: 筑波大学 
期間: 平成29年7月3日～7月14日 
会場: 筑波大学春日エリア情報メディアユニオン2
階情報メディアホール等 
発行年 2017-07
URL http://hdl.handle.net/2241/00148334
代表取締役・エンジニア 吉本龍司
平成29年度大学図書館職員長期研修
新技術を活用した
新たな図書館サービスの可能性
講義のスケジュール（90分）
• カーリルの紹介 (10分)
• 最近の取り組みからの事例紹介 (40分)
• 新しいサービスをつくる (30分)
日本最大の図書館蔵書検索サイト
• 複数の図書館をまとめて検索
• 全国6700館以上の図書館に対応
• 民間企業(株式会社カーリル)が運営
• オープンデータ・ビックデータ活用
公共図書館の93%以上を網羅
すべての図書館をつなぐ
使える図書館はたくさんある
• 住んでいるところ
• 働いているところ
• 大学の図書館
国立大学は地域開放を推進
多くの私立大学も地域住民・卒業生に開放
• 国立国会図書館
• 専門図書館
• そもそも公共図書館は入場制限なし

最初のきっかけ
・中津川市が新しい図書館つくる
・中津川市の少子化対策事業
→図書館のウェブサービスを強化
たぶん5年くらいまえ
図書館に打ち合わせに行った
図書館のウェブサービスは、
まったく使われていない . .
年間100人
図書館、やる気ない
“図書館を便利にする
ウェブサービス”
“新しいウェブサービスを作ろう”
@中津川合宿
開発合宿を定期的に開催
ブレストや開発を進める
ぬぬぬ
2010年1月23日 at 中津川合宿

なんか図書館、
面白いんじゃないか
＼全国規模のウェブサービスができたら／

図書館システムの問題点
全国で導入されているが…
図書館システムがバラバラ、画面もバラバラ
図書館にある本しか探せない
利用者視点で作られていない
そもそも、図書館使ってない。
図書館で検索!
Amazonで本を探して、
図書館探して、
町の図書館サイトに書名をコピペ
・・・
あれ、「蔵書なし？」
でも、、
• 目的にあった本が探せる
• 近くの図書館から蔵書が見つかる
• 貸し出し状況も分かる
• 図書館になくても、買える

地図から選ぶ
色分けされた検索結果
貸出可能を知らせる
読みたいリスト
Amazon API
国立国会図書館API
CALIL API
2000 OPACs2000 OPACs2,000の図書館システム
6,000の図書館
富士通,NEC etc..
WorldCat BASIC API (洋書)
リアルタイム所蔵データ書誌データ
予約連携 スクレイピング
国立情報学研究所API
TRC MARC (ブックポータル)
中津川合宿風景









図書館、おもしろい
カーリルの働き方
• 本社は岐阜県中津川市
• 基本はリモートワーク
（中津川・京都・東京）
• 月に1回の開発合宿
• エンジニア・デザイナー
図書館司書のチーム
受託開発・御用聞きはしない
↓
サービスを提供
プロトコルやコードのオープン化
×福井県鯖江市「館内ナビゲーションアプリ」
×京都府「横断検索サービス」
Amazon API
国立国会図書館API
CALIL API
2000 OPACs2000 OPACs
2,000の図書館システム
6,000の図書館
WorldCat BASIC API (洋書)
リアルタイム所蔵データ書誌データ
予約連携
ばらばらのデー
タを統合
国立情報学研究所API
様々なオープンデータからサービスを創出
図書館をもっと楽しく
ユーザー
利便性向上
購入機会の創出
出版社・書店
売上増加・営業支援
絶版本の需要予測等
データ解析
図書館
利用者の増加
館内向けサービス提供
選書・除籍支援・相互貸借支援
広告
API利用料
図書館 図書館 図書館
オープンデータ
整理・集約
開発者
図書館APIの無償提供
アプリ開発
全国の図書館所蔵データ
(カーリル)
第三者による
データ活用事業
データが揃うと
可能性が飛躍的に広がる
図書館はデータが揃っていた
最近の取り組みからの事例紹介

本棚とウェブをタッチでつなぐ
図書館の本棚にある紙の資料と
ウェブ上のコンテンツやデータベースをタッチでつなぐ
本棚の可能性はさらに広がります
図書館で
調べるを
もっと楽しく
本とウェブの情報を行き来しながら
図書館で楽しく情報探索
さあ、
図書館とインターネットがつながるその
先へ
さばとマップ
@福井県鯖江市
図書館に行ったけど、
どこにあるかわからなくて、
帰ってきてしまいました。
図書館に本当にありますか(・・?
プロジェクト
屋内位置情報の活用
2013年～
名古屋大学付属図書館で実証実験


エクセル配架図
これまでの取り組み:例 多治見市図書館
本棚まで案内したい!
オープンデータ
オープンソース

みんなが読みたい
for 羽生市立図書館
ビッグデータで見えてくる多摩地域図書館
NPO法人共同保存図書館・多摩×カーリル
共同研究成果報告
株式会社カーリル
代表取締役・エンジニア 吉本龍司
180万冊 (タイトル)
NDL
オープンデータからISBNを持つ和書のリストを作成
2014年12月末時点のデータを基準
NII
多摩地区のすべての図書館に総当たり
180万冊
180万冊 29館
のべ5220万回、OPAC検索

収集したデータのプレビュー
・ISBNが間違って登録されているケースがある
・出版年が古い書誌にISBNが入っていないケースがある
・使いまわされているISBNがある
↓
精度を上げるには人の介入が必要
ただし、ラストワン・ツーの判定には安全側に倒れる
ビッグデータ技術の活用
・大量のデータを超低価格で超高速処理
↓
exp .数千台のコンピューターを1秒だけ借りる
1台で1000秒(15分)→ 1000台で3秒
・Google Big Query を基盤技術として採用
多摩地域の現状を把握する
所蔵あり
1019606
56%
所蔵なし
813394
44%
多摩地域の所蔵率 （NDL+NII書誌に対して）
3冊以上
690719
38%
ラスト2
125862
7%
ラスト1
203025
11%
所蔵なし
813394
44%
多摩地域の所蔵率 （NDL+NII書誌に対して）
3冊以上
690719
68%
ラスト2
125862
12%
ラスト1
203025
20%
ラストワン・ツーの割合



新しいサービスをつくる

開発開始→リリース
• おおよそ1ヵ月
• 設計3週間／開発2週間
• 結合テストはリリースの4日前
Unitrad APIの設計
http://slides.com/ryuuji_y/deck-4
伝統的で使えないシステムの再発明
↓
何をして、何をしないのか の明確化
どうしたら動くか
本質は何か
設計・デザイン
これからの新サービス
• 多機能化には限界（使えない）
• 速いこと、分離されていること
• 目的の明確化・・・
公共図書館業務における
相互貸借業務の最適化
API化による可能性
• データと機能の完全分離化
• データと配信と機能の完全分離化
• コストの削減
（ソフトウェア寿命の長寿化に向けて）
Unitrad APIの展開
• ユーザーインターフェースのオープンソー
ス化
• プロトコルの仕様公開
• 月額利用料金の明確化
↓
都道府県立横断検索以外の可能性
Unitrad API × Google Translate API
自由な書誌と書影
openBD API
Webサービスにおける
Amazon依存の問題を緩和
自由なサービスが提供できる時代へ
サービスをやめよう
サービスを軽くしよう
リソースには限界
何を捨てて、何を生かすのか
止まってもいい仕組み
カーリルが目指すもの
図書館は始まったばかり
カーリルは直接、図書館サービスを提供する
あたりまえに、探せる図書館へ
